
（３）浸水深（内水）×建物（階数）×防災施設（避難所等）
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付録－20 

 

浸水深（内水）×建物（階数）×防災施設（避難所等） 

① 植木地区 

 

 

② 北部地区 

  

 

付録－21 

 

浸水深（内水）×建物（階数）×防災施設（避難所等） 

③ 八景水谷・清水亀井地区 

 

 

④ 楠・武蔵ヶ丘地区 

 

③-3 八景水谷１丁目周辺 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの想定

（床下浸水）。家屋浸水、

水平避難への影響が懸念 

③-6 清水亀井町 

■ 浸水深 0.45ｍ～1.0

ｍの想定エリアに

平屋住宅が点在し

垂直避難が困難 

凡例 

■  垂直避難 

■  水平避難 

■  避難所・ 

   備蓄倉庫の利用 

③-1 飛田３丁目、飛田４丁目周辺 

■ 浸水深 0.45ｍ～1.0ｍの想定エリアに平屋住宅が点在し垂直避難が困難 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの想定（床下浸水）。家屋浸水、水平避難への影響が懸念 

■ 直近の指定避難所（北部東小学校、城北小学校）まで距離 500ｍ以上 

③-7 山室４丁目周辺 

■ 浸水深 0.45ｍ～1.0ｍの想定エリア

に平屋住宅が点在し垂直避難が困難 

③-4 清水東町、清水本町、

清水亀井町、兎谷１丁目

周辺 

■ 浸水深 0.45ｍ～1.0ｍの

想定エリアに平屋住宅が

点在し垂直避難が困難 

③-5 室園町、黒髪３丁目周辺 

■ 浸水深 0.45ｍ～1.0ｍの想

定エリアに平屋住宅が点

在し垂直避難が困難 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの想定

（床下浸水）。家屋浸水、

水平避難への影響が懸念 

④-1 楠６丁目、楠７丁目、武蔵ケ丘２丁目、 

武蔵ケ丘４丁目周辺 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの想定（床下浸水）。

家屋浸水、水平避難への影響が懸念 

④-2 龍田２丁目、龍田６丁目、 

龍田８丁目周辺 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの想定

（床下浸水）。家屋浸水、

水平避難への影響が懸念 

④-3 龍田陳内１丁目、黒髪７丁目周辺 

■ 浸水深 0.45ｍ～1.0ｍの想定エリア

に平屋住宅が点在し垂直避難が困難 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの想定（床下浸

水）。家屋浸水、水平避難への影響

が懸念 

④-4 龍田７丁目周辺 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの

想定（床下浸水）。

家屋浸水、水平避難

への影響が懸念 

凡例 

■  垂直避難 

■  水平避難 

■  避難所・ 

   備蓄倉庫の利用 

③-2 八景水谷４丁目、清水新地４丁目周辺 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの想定（床下浸

水）。家屋浸水、水平避難への影響が

懸念 



（３）浸水深（内水）×建物（階数）×防災施設（避難所等）
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付録－21 

 

浸水深（内水）×建物（階数）×防災施設（避難所等） 

③ 八景水谷・清水亀井地区 

 

 

④ 楠・武蔵ヶ丘地区 

 

③-3 八景水谷１丁目周辺 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの想定

（床下浸水）。家屋浸水、

水平避難への影響が懸念 

③-6 清水亀井町 

■ 浸水深 0.45ｍ～1.0

ｍの想定エリアに

平屋住宅が点在し

垂直避難が困難 

凡例 

■  垂直避難 

■  水平避難 

■  避難所・ 

   備蓄倉庫の利用 

③-1 飛田３丁目、飛田４丁目周辺 

■ 浸水深 0.45ｍ～1.0ｍの想定エリアに平屋住宅が点在し垂直避難が困難 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの想定（床下浸水）。家屋浸水、水平避難への影響が懸念 

■ 直近の指定避難所（北部東小学校、城北小学校）まで距離 500ｍ以上 

③-7 山室４丁目周辺 

■ 浸水深 0.45ｍ～1.0ｍの想定エリア

に平屋住宅が点在し垂直避難が困難 

③-4 清水東町、清水本町、

清水亀井町、兎谷１丁目

周辺 

■ 浸水深 0.45ｍ～1.0ｍの

想定エリアに平屋住宅が

点在し垂直避難が困難 

③-5 室園町、黒髪３丁目周辺 

■ 浸水深 0.45ｍ～1.0ｍの想

定エリアに平屋住宅が点

在し垂直避難が困難 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの想定

（床下浸水）。家屋浸水、

水平避難への影響が懸念 

④-1 楠６丁目、楠７丁目、武蔵ケ丘２丁目、 

武蔵ケ丘４丁目周辺 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの想定（床下浸水）。

家屋浸水、水平避難への影響が懸念 

④-2 龍田２丁目、龍田６丁目、 

龍田８丁目周辺 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの想定

（床下浸水）。家屋浸水、

水平避難への影響が懸念 

④-3 龍田陳内１丁目、黒髪７丁目周辺 

■ 浸水深 0.45ｍ～1.0ｍの想定エリア

に平屋住宅が点在し垂直避難が困難 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの想定（床下浸

水）。家屋浸水、水平避難への影響

が懸念 

④-4 龍田７丁目周辺 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの

想定（床下浸水）。

家屋浸水、水平避難

への影響が懸念 

凡例 

■  垂直避難 

■  水平避難 

■  避難所・ 

   備蓄倉庫の利用 

③-2 八景水谷４丁目、清水新地４丁目周辺 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの想定（床下浸

水）。家屋浸水、水平避難への影響が

懸念 



（３）浸水深（内水）×建物（階数）×防災施設（避難所等）
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付録－22 

 

浸水深（内水）×建物（階数）×防災施設（避難所等） 

⑤ 上熊本地区 

 

 

⑥ 子飼地区 

 

⑤-6 上熊本２丁目、段山本町 

■ 浸水深 0.45ｍ～1.0ｍの想定エリア

に平屋住宅が点在し垂直避難が困難 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの想定（床下浸

水）。家屋浸水、水平避難への影響

が懸念 

■ 直近の指定避難所（藤園中学校、城

東小学校）まで距離 500ｍ以上 

市立千原台高校、西山中学校 

■ 指定避難所である千原台

高校、西山中学校で浸水

深 0.45ｍ～1.0ｍの想定 

⑤-4 横手１丁目、島崎１丁目 

■ 浸水深 0.45ｍ～1.0ｍの想

定エリアに平屋住宅が点

在し垂直避難が困難 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの想定

（床下浸水）。家屋浸水、

水平避難への影響が懸念 

竜南中学校、市立必由館高校 

■ 指定避難所である竜南中

学校、必由館高校で浸水

深 0.45ｍ～1.0ｍの想定 

⑥-3 黒髪２丁目、子飼本町周辺 

■ 浸水深 0.45ｍ～1.0ｍの想定

エリアに平屋住宅が点在し

垂直避難が困難 

凡例 

■  垂直避難 

■  水平避難 

■  避難所・ 

   備蓄倉庫の利用 

凡例 

■  垂直避難 

■  水平避難 

■  避難所・ 

   備蓄倉庫の利用 

⑤-1 池田４丁目 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの想定

（床下浸水）。家屋浸水、

水平避難への影響が懸念 

⑤-2 打越町、上熊本３丁目周辺 

■ 浸水深 0.45ｍ～1.0ｍの想定エリアに平屋

住宅が点在し垂直避難が困難 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの想定（床下浸水）。

家屋浸水、水平避難への影響が懸念 

花園まちづくりセンター・公民館 

■ 指定避難所である花園まちづ

くりセンター・公民館で浸水

深 0.45ｍ～1.0ｍの想定 

⑤-5 花園２丁目、花園５丁目 

■ 浸水深 0.45ｍ～1.0ｍの想定エリア

に平屋住宅が点在し垂直避難が困難 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの想定（床下浸

水）。家屋浸水、水平避難への影響

が懸念 

■ 直近の指定避難所（藤園中学校、城

東小学校）まで距離 500ｍ以上 

⑥-2 黒髪２丁目、黒髪６丁目 

周辺 

■ 浸水深 0.45ｍ～1.0ｍの想

定エリアに平屋住宅が点

在し垂直避難が困難 

■ 直近の指定避難所（黒髪小

学校、桜山中学校）まで

距離 500ｍ以上（一部） 

⑥-5 坪井３丁目、坪井５ 

丁目周辺 

■ 浸水深 0.45ｍ～1.0ｍ

の想定エリアに平屋

住宅が点在し垂直避

難が困難 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの

想定（床下浸水）。

家屋浸水、水平避難

への影響が懸念 

⑥-6 坪井３丁目、坪井 

５丁目周辺 

■一部 0.2ｍ～0.45ｍの

想定（床下浸水）。

家屋浸水、水平避難

への影響が懸念 

⑥-1 坪井４丁目、坪井６丁目、 

黒髪１丁目、黒髪３丁目 

■ 浸水深 0.45ｍ～1.0ｍの想定

エリアに平屋住宅が点在し垂

直避難が困難 

⑥-4 薬園町、西子飼町周辺 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの想定

（床下浸水）。家屋浸水、

水平避難への影響が懸念 

⑤-3 花園５丁目、上熊 

本３丁目周辺 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍ

の想定（床下浸

水）。家屋浸水、

水平避難への影響

が懸念 



（３）浸水深（内水）×建物（階数）×防災施設（避難所等）
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付録－22 

 

浸水深（内水）×建物（階数）×防災施設（避難所等） 

⑤ 上熊本地区 

 

 

⑥ 子飼地区 

 

⑤-6 上熊本２丁目、段山本町 

■ 浸水深 0.45ｍ～1.0ｍの想定エリア

に平屋住宅が点在し垂直避難が困難 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの想定（床下浸

水）。家屋浸水、水平避難への影響

が懸念 

■ 直近の指定避難所（藤園中学校、城

東小学校）まで距離 500ｍ以上 

市立千原台高校、西山中学校 

■ 指定避難所である千原台

高校、西山中学校で浸水

深 0.45ｍ～1.0ｍの想定 

⑤-4 横手１丁目、島崎１丁目 

■ 浸水深 0.45ｍ～1.0ｍの想

定エリアに平屋住宅が点

在し垂直避難が困難 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの想定

（床下浸水）。家屋浸水、

水平避難への影響が懸念 

竜南中学校、市立必由館高校 

■ 指定避難所である竜南中

学校、必由館高校で浸水

深 0.45ｍ～1.0ｍの想定 

⑥-3 黒髪２丁目、子飼本町周辺 

■ 浸水深 0.45ｍ～1.0ｍの想定

エリアに平屋住宅が点在し

垂直避難が困難 

凡例 

■  垂直避難 

■  水平避難 

■  避難所・ 

   備蓄倉庫の利用 

凡例 

■  垂直避難 

■  水平避難 

■  避難所・ 

   備蓄倉庫の利用 

⑤-1 池田４丁目 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの想定

（床下浸水）。家屋浸水、

水平避難への影響が懸念 

⑤-2 打越町、上熊本３丁目周辺 

■ 浸水深 0.45ｍ～1.0ｍの想定エリアに平屋

住宅が点在し垂直避難が困難 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの想定（床下浸水）。

家屋浸水、水平避難への影響が懸念 

花園まちづくりセンター・公民館 

■ 指定避難所である花園まちづ

くりセンター・公民館で浸水

深 0.45ｍ～1.0ｍの想定 

⑤-5 花園２丁目、花園５丁目 

■ 浸水深 0.45ｍ～1.0ｍの想定エリア

に平屋住宅が点在し垂直避難が困難 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの想定（床下浸

水）。家屋浸水、水平避難への影響

が懸念 

■ 直近の指定避難所（藤園中学校、城

東小学校）まで距離 500ｍ以上 

⑥-2 黒髪２丁目、黒髪６丁目 

周辺 

■ 浸水深 0.45ｍ～1.0ｍの想

定エリアに平屋住宅が点

在し垂直避難が困難 

■ 直近の指定避難所（黒髪小

学校、桜山中学校）まで

距離 500ｍ以上（一部） 

⑥-5 坪井３丁目、坪井５ 

丁目周辺 

■ 浸水深 0.45ｍ～1.0ｍ

の想定エリアに平屋

住宅が点在し垂直避

難が困難 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの

想定（床下浸水）。

家屋浸水、水平避難

への影響が懸念 

⑥-6 坪井３丁目、坪井 

５丁目周辺 

■一部 0.2ｍ～0.45ｍの

想定（床下浸水）。

家屋浸水、水平避難

への影響が懸念 

⑥-1 坪井４丁目、坪井６丁目、 

黒髪１丁目、黒髪３丁目 

■ 浸水深 0.45ｍ～1.0ｍの想定

エリアに平屋住宅が点在し垂

直避難が困難 

⑥-4 薬園町、西子飼町周辺 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの想定

（床下浸水）。家屋浸水、

水平避難への影響が懸念 

⑤-3 花園５丁目、上熊 

本３丁目周辺 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍ

の想定（床下浸

水）。家屋浸水、

水平避難への影響

が懸念 

 

付録－23 

 

浸水深（内水）×建物（階数）×防災施設（避難所等） 

⑦ 長嶺地区 

 

 

⑧ 水前寺・九品寺地区 

 

⑦-3 東京塚町、尾ノ上３丁目 

■ 浸水深 0.45ｍ～1.0ｍの想

定エリアに平屋住宅が点

在し垂直避難が困難 

⑦-2 新外１丁目  

■ 浸水深 0.45ｍ～1.0ｍの想

定エリアに平屋住宅が点

在し垂直避難が困難 

■ 直近の指定避難所（山ノ

内小学校）まで距離 500ｍ

以上（一部） 

⑧-6 白山３丁目、水前寺１丁目 

■ 浸水深 0.45ｍ～1.0ｍの想定エリアに平屋

住宅が点在し垂直避難が困難 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの想定（床下浸水）。

家屋浸水、水平避難への影響が懸念 

■ 直近の指定避難所（大江交流室・公民

館）まで距離 500ｍ以上（一部） 

⑧-4 神水本町 

■ 浸水深 0.45ｍ～1.0ｍの想定エリア

に平屋住宅が点在し垂直避難が困難 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの想定（床下浸

水）。家屋浸水、水平避難への影響

が懸念 

⑧-5 神水２丁目 

■ 浸水深 0.45ｍ～1.0ｍの想

定エリアに平屋住宅が点在

し垂直避難が困難 

■ 直近の指定避難所（健軍小

学校、東部公民館）まで距

離 500ｍ以上（一部） 

凡例 

■  垂直避難 

■  水平避難 

■  避難所・ 

   備蓄倉庫の利用 

凡例 

■  垂直避難 

■  水平避難 

■  避難所・ 

   備蓄倉庫の利用 

⑦-1 月出４丁目、月出５丁目、月出６丁目、新外２丁目周辺 

■ 浸水深 0.45ｍ～1.0ｍの想定エリアに平屋住宅が点在し垂

直避難が困難 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの想定（床下浸水）。家屋浸水、水平

避難への影響が懸念 

⑧-2 九品寺３丁目、九品寺 

５丁目、国府３丁目周辺 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの想定

（床下浸水）。家屋浸水、

水平避難への影響が懸念 

■ 直近の指定避難所（白山小

学校）まで距離 500ｍ以上

（一部） 

⑧-3 出水３丁目、国府２丁目 

■ 浸水深 0.45ｍ～1.0ｍの想定エリアに平屋住宅が点在し垂直避難が困難 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの想定（床下浸水）。家屋浸水、水平避難への影響が懸念 

⑧-1 新屋敷１丁目、大江本町 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの想定（床下浸水）。家屋浸水、水平避難への影響が懸念 
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付録－24 

 

浸水深（内水）×建物（階数）×防災施設（避難所等） 

⑨ 平成・南熊本地区 

 

 

⑩ 健軍地区 

 

防災倉庫 

■ 防災倉庫が浸水深

0.45ｍ～1.0ｍの想定 

⑩-2 新生１丁目、水源１丁目 

■ 浸水深 0.45ｍ～1.0ｍの想定エリア

に平屋住宅が点在し垂直避難が困難 

凡例 

■  垂直避難 

■  水平避難 

■  避難所・ 

   備蓄倉庫の利用 

凡例 

■  垂直避難 

■  水平避難 

■  避難所・ 

   備蓄倉庫の利用 

⑩-1 健軍３丁目、健軍４丁目 

■ 浸水深 0.45ｍ～1.0ｍの想定エリアに平屋

住宅が点在し垂直避難が困難 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの想定（床下浸水）。

家屋浸水、水平避難への影響が懸念 

■ 直近の指定避難所（健軍小学校）まで距

離 500ｍ以上（一部） 

⑩-3 東野１丁目、秋津新町周辺 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの想定（床

下浸水）。家屋浸水、水平避

難への影響が懸念 



（３）浸水深（内水）×建物（階数）×防災施設（避難所等）
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付録－24 

 

浸水深（内水）×建物（階数）×防災施設（避難所等） 

⑨ 平成・南熊本地区 

 

 

⑩ 健軍地区 

 

防災倉庫 

■ 防災倉庫が浸水深

0.45ｍ～1.0ｍの想定 

⑩-2 新生１丁目、水源１丁目 

■ 浸水深 0.45ｍ～1.0ｍの想定エリア

に平屋住宅が点在し垂直避難が困難 

凡例 

■  垂直避難 

■  水平避難 

■  避難所・ 

   備蓄倉庫の利用 

凡例 

■  垂直避難 

■  水平避難 

■  避難所・ 

   備蓄倉庫の利用 

⑩-1 健軍３丁目、健軍４丁目 

■ 浸水深 0.45ｍ～1.0ｍの想定エリアに平屋

住宅が点在し垂直避難が困難 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの想定（床下浸水）。

家屋浸水、水平避難への影響が懸念 

■ 直近の指定避難所（健軍小学校）まで距

離 500ｍ以上（一部） 

⑩-3 東野１丁目、秋津新町周辺 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの想定（床

下浸水）。家屋浸水、水平避

難への影響が懸念 

 

付録－25 

 

浸水深（内水）×建物（階数）×防災施設（避難所等） 

⑪ 城山地区 

 

 

⑫ 刈草地区 

 

⑫-1 島町４丁目、島町５丁目、

上ノ郷２丁目周辺 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの想定

（床下浸水）。家屋浸水、

水平避難への影響が懸念 

⑪-1 城山大塘１丁目、城山大塘２丁目、城山

下代１丁目、城山下代４丁目周辺 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの想定（床下浸水）。

家屋浸水、水平避難への影響が懸念 

凡例 

■  垂直避難 

■  水平避難 

■  避難所・ 

   備蓄倉庫の利用 

凡例 

■  垂直避難 

■  水平避難 

■  避難所・ 

   備蓄倉庫の利用 

⑪-2 田崎町、八島町周辺 

■ 浸水深 0.45ｍ～1.0ｍ

の想定エリアに平屋住

宅が点在し垂直避難が

困難 



（３）浸水深（内水）×建物（階数）×防災施設（避難所等）
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付録－26 

 

浸水深（内水）×建物（階数）×防災施設（避難所等） 

⑬ 川尻地区 

 

 

⑭ 富合地区 

 

⑬-1 八幡５丁目周辺 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの想定（床下浸水）。

家屋浸水、水平避難への影響が懸念 

■ 直近の指定避難所（南部まちづくりセンタ

ー・公民館）まで距離 500ｍ以上（一部） 

⑬-2 川尻４丁目、川尻５丁目、八幡７丁目周辺 

■ 浸水深 0.45ｍ～1.0ｍの想定エリアに平屋住

宅が点在し垂直避難が困難 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの想定（床下浸水）。家

屋浸水、水平避難への影響が懸念 

⑬-3 南高江６丁目、南高江７丁目周辺 

■ 浸水深 0.45ｍ～1.0ｍの想定エリアに平屋

住宅が点在し垂直避難が困難 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの想定（床下浸水）。

家屋浸水、水平避難への影響が懸念 

凡例 

■  垂直避難 

■  水平避難 

■  避難所・ 

   備蓄倉庫の利用 
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付録－27 

 

浸水深（内水）×建物（階数）×防災施設（避難所等） 

⑮ 城南地区 

 

 

⑯ 中心市街地地区 

 

⑯-1 段山本町、上熊本２丁目 

■ 浸水深 0.45ｍ～1.0ｍの想定エリアに平屋

住宅が点在し垂直避難が困難 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの想定（床下浸水）。

家屋浸水、水平避難への影響が懸念 

■ 直近の指定避難所（藤園中学校、城東小

学校）まで距離 500ｍ以上（一部） 

⑯-3 春日４丁目、春日５丁目周辺 

■ 浸水深 0.45ｍ～1.0ｍの想定エリア

に平屋住宅が点在し垂直避難が困難 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの想定（床下浸

水）。家屋浸水、水平避難への影響

が懸念 

西山中学校 

■ 指定避難所である西山中学校

で浸水深 0.45ｍ～1.0ｍの想定 

⑯-2 島崎１丁目、横手１丁目周辺 

■ 浸水深 0.45ｍ～1.0ｍの想定エリアに平屋

住宅が点在し垂直避難が困難 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの想定（床下浸水）。

家屋浸水、水平避難への影響が懸念 

■ 直近の指定避難所（藤園中学校、城東小

学校）まで距離 500ｍ以上（一部） 

凡例 

■  垂直避難 

■  水平避難 

■  避難所・ 

   備蓄倉庫の利用 

⑯-6 二本木４丁目、二本木５丁目、田崎本町 

■ 浸水深 0.45ｍ～1.0ｍの想定エリアに平屋

住宅が点在し垂直避難が困難 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの想定（床下浸水）。

家屋浸水、水平避難への影響が懸念 

⑯-4 上林町、城東町、手取本町、下通１丁目

周辺 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの想定（床下浸水）。

家屋浸水、水平避難への影響が懸念 

■ 直近の指定避難所（藤園中学校、城東小

学校）まで距離 500ｍ以上（一部） 

⑯-5 山崎町、練兵町、新市街、船場町下１丁

目周辺 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの想定（床下浸水）。

家屋浸水、水平避難への影響が懸念 

⑮-1 城南町隈庄、城南町下宮地 

■ 一部 0.2ｍ～0.45ｍの想定

（床下浸水）。家屋浸水、

水平避難への影響が懸念 

凡例 

■  垂直避難 

■  水平避難 

■  避難所・ 

   備蓄倉庫の利用 


